
専任教員のみなさまへ

関西学院大学研究叢書 刊行のお手伝い

拝啓　毎々格別のお引き立てを賜り厚くお礼申し上げます。
関西学院大学出版会では、大学研究叢書刊行のお手伝いをさせていただいております。
関西学院大学研究叢書は、専任教員のみなさまの研究業績の発表を目的とした大学の
出版助成制度です。
弊会では、申請に必要な見積書の作成から本の刊行まで、学内に事務所があるという
利便性を活かし、迅速かつ丁寧に対応させていただきます。
申請から刊行までのスケジュールは下記の例をご参照ください。
これまでにも多くの大学研究叢書を刊行しております。昨年度までに刊行した大学研
究叢書は裏面記載の通りです。是非お気軽にご相談ください。
今後とも何卒よろしくお願い申し上げます。

敬具

4月～5月頃
見積書作成

1月～4月頃
出版会に
ご相談

5月～6月上旬
申請

7月
選考・決定

すみやかに
完全原稿入稿

制作開始
制作期間約半年

期日までに
完成

市販流通

年度末までに
研究推進に納品

申請時期は学部
ごとに異なります

※詳しくは、研究推進委員会の研究叢書 募集要項をご参照ください

採択された
場合

関西学院大学出版会で研究叢書を刊行するスケジュール

関西学院大学出版会
知の創造空間から発信する

設立　1997年4月
出版点数　446点（２０23年1月現在）

社会事業史文献賞、日本社会福祉学会賞奨励賞、現代風俗研究会橋本峰雄賞、日本NPO学会賞優秀賞、カナ
ダ出版賞最優秀日本語訳部門賞、日本管理会計学会学会賞（文献賞）、日本簿記学会学会賞、日本生産管理学
会学会賞、日本病跡学会学会賞、日本独文学会賞日本語研究書部門、日仏社会学会奨励賞、島田謹二記念学
藝賞、日本ソーシャルワーク学会学会賞、外間守善賞、日本児童文学学会賞、日本監査研究学会岩田・渡邊賞、
キリスト教史学会学会賞

【主要受賞歴】
担当：田中・戸坂
TEL：0798-53-7002
内線：81014
mail： kwansei-up@kgup.jp
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2022 年度 『名詞複数形の意味』 プヨ・バティスト （文）
 『福祉国家の源流をたどる』 今井小の実 （人）
 『生活科授業の探究』 峯 岸 由 治 （教育）
 『請求権基礎論』 吉 川 愼 一  （司）
 『認知を変える人材開発手法』 加 藤 雄 士 （経戦）
2021 年度 『企業リスクファイナンス』 前 田 祐 治  （経戦）
2020 年度 『VFM監査』 石 原 俊 彦 （経戦）
 『二人旅　上海からパリへ』 趙　　　怡 （経）
 『ドイツ 庭ものがたり』 田 村 和 彦 （国際）
 『ニーチェと現代人』 宮原浩二郎 （社）
 『EU国際裁判管轄規則』 岡 野 祐 子 （法）
2019 年度 『情報システム調達の政策学』 金﨑健太郎 （法）
 『アドルノの教育思想』 白 銀 夏 樹 （教職教育）
 『〈読み〉のディヴェルティメント』 阿 部 卓 也 （商）
 『使って楽しい英語イディオム 400 選』 大喜多喜夫 （教職教育）
2018 年度 『プログラミングと思考力』 吉 田 典 弘 （共通教育）
 『リベルタン文学とフランス革命』 関 谷 一 彦 （法）
 『抵当権と時効』 草 野 元 己 （法）
2017 年度 『少子高齢社会における社会政策のあり方を考える』 安 岡 匡 也 （経）
 『「眼」から「薔薇」へ』 岡 田 弥 生 （社）
2016 年度 『Shrinkage Regression Estimators and Their Feasibilities』 地 道 正 行 （商）
 『イングランド法学の形成と展開』 深 尾 裕 造 （法）
 『フランス　魅せる美』 水 野 　 尚 （文）
2015 年度 『環境メディア・リテラシー』 ガブリエレ　ハード （社）
 『ソーシャルワークにおけるネットワーク概念とネットワーク・アプローチ』 松 岡 克 尚 （人）
 『アメリカ大リーグにおけるイノベーションの系譜』 福 井 幸 男 （商）
2014 年度 『企業のリスクマネジメントとキャプティブの役割』 前 田 祐 治 （経戦）
 『死生学とQOL』 藤 井 美 和 （人）
 『簿記教育上の諸問題』 島 本 克 彦 （商）
 『ひとりから始める事起こしのすすめ』 岡 田 憲 夫 （総政）
 『丸山眞男』 冨 田 宏 治 （法）
2013 年度 『日英語に見るもののとらえ方』 嶋 村 　 誠 （商）
 『介護人材の定着促進に向けて』 大 和 三 重 （人）
 『〈社会的なもの〉の運命』 田 中 耕 一 （社）
2012 年度 『財産開示の実効性』 内 山 衛 次 （法）
 『要支援被疑者（vulnerable suspects）の供述の自由』 京　　　明 （司）
2011 年度 『多様性のなかのフランス語』 鳥 羽 美 鈴 （社）
 『近代日本の光と影』 室 田 保 夫 （人）
 『音楽療法の視点に立った保育支援の試み』 谷 村 宏 子 （教育）
 『VBMにおける業績評価の財務業績効果に関する研究』 徳 崎 　 進 （経戦）
2010 年度 『ケアワーカーのQWLとその多様性』 李 　 政 元 （総政）
 『毫モ異ナル所ナシ』 吉 田 　 孝 （教育）
2009 年度 『〈生きる方法〉の民俗誌』 島 村 恭 則 （社）
 『「地域に根ざす社会科」実践の歴史的展開と授業開発』 峯 岸 由 治 （教育）
 『企業内容開示の動向』 上 田 耕 治 （経戦）
 『経営に活かす人材開発実務』 加 藤 雄 士 （経戦）
 『伝統的ファイナンスから行動ファイナンスへ』 岡 田 克 彦 （経戦）
2008 年度 『CIPFA』  石 原 俊 彦  （経戦）

関西学院大学出版会発行の大学研究叢書


